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俗　語 ○ △ △
日常語 ○ ○ ○














俗　語 あっし ほっつく Ａ
日常語
くだけた日常語 あたし うろつく Ａ・Ｂ
無色透明な日常語 わたし Ａ・Ｂ・Ｃ
あらたまった日常語 わたくし 　　Ｂ・Ｃ


































会話的 話しことば的 一般 書きことば的 文語的
けど だけど けれども しかし しかしながら
φ なかでも とくに とりわけ なかんずく













文体 くだけた うちとけた 普　通 あらたまった かたい
























語例 あっし あたし わたし わたくし 小生
けど だけど けれども しかし しかしながら
φ なかでも とくに とりわけ なかんずく







































































































文体 語 知恵袋 書籍 国会 白書
俗　語
アニイ 0 4 0 0
あばよ 0 4 0 0
あんちょこ 0 0 0 0
口　語
あたし 127 1,414 0 0
あぶれ（る） 6 13 2 0
あんまり 311 357 9 0
文章語
アガナウ 0 2 0 0
アタラ 0 3 0 0














文体案 語 知恵袋 書籍 国会 白書
卑俗体 あっし 2 41 0 0
口頭体 あたい 4 28 0 0
あたし 127 1,414 0 0
汎用体 わたし 2,753 4,944 0 0
書記体 わたくし 13 407 0 0
（私注６） 16,105 28,972 20,126 50























文体案 語（〜ない） 知恵袋 書籍 国会 白書
卑俗体 あんま 12 0 0 0
あんまし 2 1 0 0
口頭体 あんまり 136 112 1 0
汎用体 アマリ 952 895 344 92
書記体 それほど 86 271 44 41









文体案 語（〜ない） 知恵袋 書籍 国会 白書


















文体 語 知恵袋 書籍 国会 白書
a
俗語的 おおっぴらに 2 14 0 0
文章語 公然と 1 40 10 2
b
俗語的 ダブる 2 1 10 0
日常語 （タビ）重なる 10 131 14 19
文章語 重複する 1 16 20 12
c
ふつう 足りない 180 219 94 4
文章語的 欠ける 21 85 27 27







































文体案 語 知恵袋 書籍 国会 白書
卑俗体 イロンナ 534 487 938 0
口頭体 イロイロナ 473 943 2,418 53
汎用体 サマザマナ 132 1,742 514 782
書記体 多様な 8 278 133 572
文語体 多岐にワタル 0 12 13 31
表6−２　「逆接表現」類の文体
文体案 語 知恵袋 書籍 国会 白書
卑俗体 けど、 2,474 1,718 16 0
口頭体
だけど、 508 948 17 0
けれども、 24 1,141 16,283 0
汎用体 しかし、 736 7,134 2,385 350
書記体 しかしながら、 20 205 564 181


























文体案 語 知恵袋 書籍 国会 白書
卑俗体 たまげ（る） 1 19 2 0
口頭体
びっくり（する） 219 564 49 0
仰天（する） 1 68 0 0
汎用体 オドロ（ク） 247 2,023 60 5
書記体 驚嘆（する） 0 41 0 0
表7−２　副詞（「およそ」類）の文体
文体案 語 知恵袋 書籍 国会 白書
口頭体 かれこれ 29 34 8 0
汎用体
ほぼ 319 868 266 873
オオカタ 2 17 4 1
およそ 25 386 66 32
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コーパスに基づく「語の文体」の明確化
　表7−１・7−2には各語の文体案を示したけれども、「白書」におけ
る出現数が0件の「たまげる、びっくりする、仰天する」「かれこれ」を
「卑俗体」「口頭体」のいずれにするか、また「知恵袋」「国会」「白書」に
おける出現数が0件の「驚嘆する」を「書記体」「文語体」のいずれにする
かが課題として残っている。これらのことから、語の文体判断を行い、文
体を明確化するためには、今後、コーパスでの出現数（または比率）を詳
細に分析すること、語種の相違を援用すること等が考えられる。
5．結論
　本稿では、BCCWJ2008に基づく語の文体の明確化を試みた。その結果、
以下のような作業手順を提案することができる。
【1】用いようとする語と意味・用法が比較的近い語を収集する。
【2】それらの語のBCCWJ2008における出現数を調査する。
【3】得られた出現数について以下の特徴に基づき語の文体を検討する。
①　卑俗体は「白書」コーパスにおける出現数が0件である。なお、
「白書」の出現数0件のものが卑俗体であるというのではない。以
下の②～⑤でも同様に、各文体の特徴の１つを述べている点には
注意が必要である。
②　文語体は「知恵袋」コーパスにおける出現数が0件である。また、
4コーパスにおける総出現数が相対的に少ない。
③　汎用体は4コーパスのすべてに出現し、総出現数が相対的に多い。
特に「書籍」コーパスにおける出現数が多い。
④　口頭体は「白書」コーパスにおける出現数が0件、または相対的
に少ない。
⑤　書記体は「知恵袋」コーパスにおける出現数が0件、または相対
的に少ない。
　さて、上記【3】①～⑤ではコーパスにおける出現数0件ということが
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